
2025 年度 児童家庭支援センター オリーブの木 事業報告 

 
１． 事業目的・経営方針                                    
①目的                                                       
 水俣・芦北地域所管である本センターでは、不登校、ネグレクト、養育者の心身の疲弊、児童自身
の特性理解困難など様々な不安や心配を抱えた子どもと養育者に対して、支援物資を持参した訪問に
よる相談対応や安全確認、緊急対応支援の実施等、児童相談所・自治体・児童家庭支援センターの 3
層構造による幅広く手厚い相談体制の充実を図る。 
当センターとしては、地域の縁がわ事業も活用した要支援者が支援を得られやすい窓口作り、関係

機関との連携の促進、転送電話による夜間相談対応および緊急避難的な保護等により安心した子育て
のしやすい街づくりを目指すことを目的と活動してきた。 
2026 年 2月 16 日、熊本県よりヒヤリング審査を受け次年度から 3年間の継続 

２． 事業体制                                          
①実施事業                                                 
事業名および種別 内容 対象者 
児童家庭支援センター 
「オリーブの木」 

□１.地域・家庭からの相談に応じる事業 
□２.市町村の求めに応じる事業 
□３.児童相談所からの受託指導 
□４.里親等への支援 
□５.関係機関との連携・連絡調整 

18 歳未満の児童 
児童の保護者 
関係機関 

②職員構成                                             
職員数（正規職員 2名 非常勤職員２名）2026 年 3 月 31 日 
運営管理責任者（児童養護施設光明童理事長兼任）１ 
運営補佐（光明童園副園長兼務）        １ 

相談員 正規１ 
非正規 2 

心理士 １ 

 
③開所時間                                               
9:00～18:00 月曜日から土曜日（但し、祝祭日・年末年始 12月 29 日から 1月 3日までは休み） 
夜間・休日は、センター固定電話から夜間専用携帯電話に転送することで当番スタッフが対応する。
夜間、直接対応する事案はなし。 
FAXやメールでの相談は 24 時間受付、翌開所日に対応。 
④事業報告                                              
参照：別紙① 

 
３． 職員処遇                                         
①職員研修                                                            
【外部研修】 
・九州児童福祉施設職員研究大会 
・全国子ども家庭養育支援地域ネットワークセミナー 
・SBI 子ども希望財団心理研修 
・全国児童家庭支援センター研究協議会など全国レベルの研修参加 
・熊本県・九州児童家庭支援センター協議会主催の研修参加 



 
【視察】 
11/6  SOS こどもの村（児童育成支援拠点事業/児童家庭支援センター） 
12/6  大分県 児童家庭支援センター 和（やわらぎ） 
1/12  佐賀県 児童家庭支援センター絆（きずな） 
【センター内研修】 
1/20  ソーシャルワーク研修 
3/5  理事長講話 
【主催】 
8/30 資生堂こども財団様からの助成にて子育てセミナーを開催（長崎県：西村教授） もやい館 
 
 

４．権利擁護                                                   
権利擁護及び苦情解決体制                                       
【苦情】 ：１件 
内容 他機関より、職員の電話対応に対して苦情があった 
対応 ①本人への聞き取り内容の把握  

②問題点の洗い出し  
③改善（・アサーションやネゴシエーション等の研修参加・電話の前に要点等を確認して 
実行に移す・スタッフで共有等） 
④申出者への報告  
⑤顛末書の理事長への提出 

 
５．危機管理                                         
月 1 回の職員会議にてヒヤリハット事案とその対応を提示し再発防止を検討し共有する。 
※児童家庭支援センターと児童養護施設出向スタッフ、病児病後児保育、児童育成支援拠点事業、 
各事業の項目をまとめた件数 
昨年度年間：44 件 （高４件・中 15件・低 15 件） 
高：危険度の高い事案（命に関わりかねない事案） 
中：利用者や関係機関の損失・もしくは成りかねない職員要因の事案 
低：電気の消し忘れ等軽微なもの 

 
ハラスメントの無い職場作りを徹底するため、 
① 管理者の宣言文（4月に事業所へ掲示） 
② ハラスメントに関する研修会（10 月） 
③ アンケートの実施（10月） 

 
避難訓練 ：病児病後児保育と共同で開催  別紙② 
 
６．地域交流支援                                       
地域の方々により身近に利用していただける事業所として、地域交流活動も積極的に行い、またご理
解と多くのご協力をいただく。 



 
 
【地域の縁がわ事業・来館者】 
 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

未就学 2 0 ０ 2 1 1 2 1 0 0 0 1 10 
小学生 13 20 14 17 19 15 14 8 7 12 3 15 157 
中学生 11 18 12 18 12 35 15 11 7 6 8 12 165 
高校生 4 2 3 0 0 0 3 3 0 0 2 ０ 17 
一般 2 4 2 1 3 3 4 1 1 2 1 0 24 
合計 32 44 31 38 35 54 38 24 15 20 14 28 373 

 今年度、土曜日の地域の縁がわ（居場所開放）をスタッフ不足と不在が増えたために無しとした。 
【子ども地域食堂ポパイ】 
オリーブの木主催（偶数月） 

 

水俣市こどもセンターで開催（奇数月）  
 ５月 ７月 ９月 11 月※ 1 月 ３月 合計 
児童数 31 40 53 56 35 33 248 
一般 28 36 43 59 46 31 243 
合計 59 76 96 115 81 64 491 
                            ※11 月・・みな食フェスタにて提供                 

【その他～地域貢献活動を含む活動】 
  児童家庭支援センター、児童育成支援拠点事業、水俣市こどもセンター等地域支援部門の事業 
全体で行った活動 

1. 水俣市の公的助成金をはじめ、浄土真宗本願寺派全国児童養護施設連絡協議会様、ギャップジャ
パン様、フードバンク様、つどうネットワーク様、むすびえ様、また地域の方々の毎月の物品等
のご支援等により、毎月の地域こども食堂ポパイやこセン de ポパイの開催、地域のご家庭への
物資支援等を行うことができた。 

2. つなぐ応援基金・朝日新聞厚生文化事業団（助成金）の申し込み支援：高校生のいる家庭７名の
申請をサポート 

3. こども宅食応援団（物資支援）の申し込みと支援：23 世帯 105 名×6か月 
4. オレンジリボン運動開催（子ども虐待防止） 
みな食フェスタや ISUI 会フェスティバルにてパンフレットやティッシュ等の配布を行うなどの
啓発活動 

5. 絵本読み聞かせ（小学校）、ミシン授業の見守り（小学校）等 
6. おやとこホームの利用に関して（一軒屋の無償提供） 
5 世帯の利用（1日の利用、1週間程度の利用、3週間程度、3か月以上）があった。 
また県外からの利用依頼もあった。 

7.  おに活（朝食提供）に関して 年間 39 回の開催 のべ 50名の利用（小学生～一般の方） 
 

 4 月 6 月 ８月 10 月 12 月 2 月 合計 
児童数 36 46 26 49 44 50 251 
一般 50 58 43 51 64 66 332 
合計 86 104 69 100 108 116 583 



全国実績報告書様式１（2024年改定）

センター名：

Ａ、相談件数（個別相談・指導） ※設置運営要綱４－（１）（４）の一部等に該当　 

（1）月別相談実人数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
新規受理人数 53 18 10 13 2 14 10 7 8 6 7 5 153人 ①
継続相談人数 0 34 41 40 29 45 35 41 48 45 46 46 450人

月別相談実人数 53 52 51 53 31 59 45 48 56 51 53 51 603人

＜※月別相談実人数①は相談を受け付けた方の実人数＞

（2）月別相談延件数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

電話相談 43 36 29 44 39 10 22 20 18 22 24 32 339

来所相談 76 57 53 55 35 73 34 50 51 52 42 42 620

訪問相談 33 40 67 55 28 51 30 27 46 34 45 52 508

心理療法等 8 8 6 5 9 6 6 4 6 5 3 3 69
メール・SNS・手紙相談 9 5 0 1 11 2 4 0 1 4 2 4 43

その他 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

月別延件数 169 146 156 160 122 142 96 101 122 117 116 133 1580件 ②

＜※月別相談延件数は、実際に支援を行った回数のこと＞

（3）相談・指導内容の種別延件数
養　護 非行 育　　　成

虐待 その他 ぐ犯等 触法行為 性格行動 不登校 適　性 育児・しつけ

272 759 0 16 37 0 85 379 16 3 13 1580件 ③

＜※②と③と④は同数＞

（4）相談経路別受付延件数

県・市町村

65 508 60 6 83 23 219 376 3 220 8 0 9 1580件 ④

＜※②と③と④は同数＞

都府県名・政令市名： 児童家庭支援センター　オリーブの木

合計その他

学校等

保　健 障　害

１８歳以
上本人

保健所
及び

医療機関
福祉　　
事務所

その他

児童福祉施設

保育所 その他
児童

相談所
合計

家族
親戚

令和７年度　児童家庭支援センター運営事業実績報告書

その他
児童　　

本人
里親　　

里子
近隣　　

知人



Ｂ-１指導措置委託【児童相談所からの指導委託】 ※設置運営要綱４－（３）に該当　 

（1）受託人数
〈月別受託人数〉

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

2 2 3 3 3 3 4 4 4 5 5 5 43人 ⑤
〈実人数〉 〈※総委託月数と同数〉

⑥＜※委託を受けた人数＞

（2）支援内容の種別
養　護 非行 育　　　成

虐待 その他 ぐ犯等 触法行為 性格行動 不登校 適　性 育児・しつけ

3 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 5人 ⑦

＜※⑥と⑦は同数＞

（3）月別支援延件数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
電話支援 0 0 4 1 0 2 1 0 3 12 2 5 30
来所支援 10 8 4 12 9 11 13 12 8 13 13 17 130
訪問支援 0 0 8 6 1 3 6 3 2 2 1 4 36

心理療法等 0 2 0 4 2 2 3 3 3 2 0 5 26
メール・SNS・手紙支援 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

その他 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

月別延件数 10 10 17 23 12 18 23 18 17 29 16 31 224件 ⑧

Ｂ-２指導促進事業【市町村（特別区を含む）の要対協において児家センが主たる支援機関とされたケース】

（1）受託人数
〈月別受託人数〉

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 人 ⑨
〈実人数〉 〈※総委託月数と同数〉

⑩＜※委託を受けた人数＞

（2）支援内容の種別
養　護 非行 育　　　成

虐待 その他 ぐ犯等 触法行為 性格行動 不登校 適　性 育児・しつけ

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 人 ⑪

＜※⑩と⑪は同数＞

（3）月別支援延件数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
電話支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
来所支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
訪問支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

心理療法等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
メール・SNS・手紙支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月別延件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 件 ⑫

その他保　健 障　害

その他 合計保　健 障　害

5人

合計



全国実績報告書様式２（2024年改定）

Ｃ、市町村（特別区を含む）の求めに応ずる事業

※設置運営要綱４－（２）に該当　 

実施回数 内　　容

12 水俣市との情報共有

1 津奈木町要保護　要支援児童の情報共有

合
計

13回
⑬

Ｄ、里親等への支援　（相談対応「実績報告A-１、個別相談」以外の支援・事業等）

※設置運営要綱４－（４）に該当　 

実施回数 内　　容

合
計

回
⑭

※設置運営要綱４－（５）に該当　

実施回数 内　　容

20 定例連絡会(委託ケース状況報告・協議)　地域相談情報提供

20
要支援・要保護児童のセンター利用状況報告・会議調整・社会福
祉協議会主催の会議

24
児童発達支援センター事業同行・　ケースについての検討連絡情
報共有・モニタリング会議参加等・保育園等との連携

80 学校・教育委員会・幼小中対象児童の支援会議参加や情報交換

22 要対協実務者会議

4 病院受診の同席・カンファレンス・情報提供

12 児童相談所、水俣市、津奈木町、芦北町との連携強化会議

7 自立支援会議

合
計

189回
⑮

事　業　名

県・市児童相談所

みなおり会議

保・幼・小・中情報会議

事　業　名

要対協

医療機関/保健所

三層構造会議

その他

Ｅ、関係機関等との連携・連絡調整　　　　　　　

教育機関

市町村

児童福祉施設等

事　業　名



全国運営事業実績様式３（2024年改定）

都道府県名
政令市名

センター名

① 相談の実人数（合計） 153 人

② 相談延件数（合計） 1,580 件

電話相談件数 339 件

来所相談件数 620 件

訪問相談件数 508 件

心理療法等の件数 69 件

メール・SNS・手紙相談の件数 43 件

その他の相談の件数 1 件

⑬ 市町村（特別区を含む）の求めに応ずる事業 13 回

⑭ 「里親等への支援」　（相談対応以外の支援・事業等）の回数 0 回

⑮ 「関係機関等との連携・連絡調整」の回数 189 回

⑯ 要綱に規定された事業回数（合計） 202 回

⑰ 相談延件数と要綱に規定された事業回数の総合計　（②＋⑯） 1,782 件・回

②－１ こども家庭庁が求める訪問相談件数（実績を2倍した件数） 1,016 件

⑱
こども家庭庁が求める相談延件数（訪問相談件数については2
倍）と事業回数の総合計

2,290 件・回

⑤ 児童相談所からの指導委託延人数（＝委託総月数） 43 人

⑥ 児童相談所からの指導委託実人数 5 人

⑧ 支援延件数（合計） 224 件

電話支援件数 30 件

来所支援件数 130 件

訪問支援件数 36 件

心理療法等の件数 26 件

メール・SNS・手紙の支援件数 1 件

その他の支援の件数 1 件

⑨
市町村（特別区を含む）の要対協において児家センが主たる支
援機関とされたケース受託延人数（＝委託総月数）

0 人

⑩
市町村（特別区を含む）の要対協において児家センが主たる支
援機関とされたケース受託実人数

0 人

⑫ 支援延件数（合計） 0 件

電話支援件数 0 件

来所支援件数 0 件

訪問支援件数 0 件

心理療法等の件数 0 件

メール・SNS・手紙の支援件数 0 件

その他の支援の件数 0 件

⑧の内訳

⑫の内訳

　　令和７年度分　全国児童家庭支援センター運営事業実績報告　集計表

熊本県

児童家庭支援センター　オリーブの木

②の内訳



       2025 年度 防火避難訓練実施報告書       別紙② 
児童家庭支援センターオリーブの木・病児病後児保育もくれん 

月 防災想定場所 内  容 避難先 

4/22（火） センター1F の火災 プレイルームからの
火災 避難先：西念寺門前駐車場 

５/27（火） ミモザ館 キッチン ミモザ館からの火災 避難先：西念寺門前駐車場 

6/24（火） センター ２F 火災 
２F キッチンからの
火災 避難先：西念寺門前駐車場 

7/29（火） ミモザ館 １F 脱衣所前 洗濯機からの火災 避難先：西念寺門前駐車場 

8/26（火） センター 屋外の火災 
屋外ボイラーからの
出火 避難先：西念寺門前駐車場 

9/30（火） ミモザ館２F 隔離室の火災 エアコンからの出火 避難先：西念寺門前駐車場 

10/28（火） センター１F 事務所 事務所からの出火 避難先：オリーブ奥 西念寺駐車場 

11/25（火） ミモザ館 屋外の火災 
屋外ボイラーからの
出火 避難先：西念寺門前駐車場 

12/23（火） センター 倉庫の火災 奥倉庫での出火 避難先：西念寺門前駐車場 

1/27（火） ミモザ館 ２F の火災 奥保育室の出火 避難先：西念寺門前駐車場 

2/17（火） センター 屋外の火災 
屋外ボイラーからの
出火 避難先：西念寺門前駐車場 

3/24（火） 物資保管庫 からの火災 中倉庫での出火 避難先：西念寺門前駐車場 

 

 



2025年度 病児・病後児保育もくれん 事業報告 
 

 業務実績                                                                                             
【職員配置】 
常勤職員（保育士・看護師各1名） 
登録している職員（保育士1名・看護師１名 無資格者３名）の中から対応 
【開所時間】 
通常月曜日から～土曜日 
2026年1月から常勤看護師が時短業務となったため、土曜日を休みとした。 
 
【事業実績】 

月 別 延 べ 利 用 児 童 数 
区 分 生活保護世帯 非課税世帯 その他の世帯 合 計 
４月 １ ０ １１ １２ 
５月 ２ ３ ６ １１ 
６月 ０ ０ １４ １４ 
７月 ０ ４ ７ １１ 
８月 ０ ２ ８ １０ 
９月 ０ ０ １２ １２ 
１０月 ０ ２ ７ ９ 
１１月 ０ １ ８ ９ 
１２月 ０ ３ １９ ２２ 
１月 ０ ０ １０ １０ 
２月 ０ １ １８ １９ 
３月 ０ ３ ３ ６ 
合 計 ３ １９ １２３ １４５ 

                          水俣市 利用者141名    津奈木町 利用者４名 
【巡回支援等活動記録】 

月別 内容 

4月 
津奈木小学校訪問（周知活動） こどもセンターにて周知活動 １歳半健診・6か月健診へ紹介 
チラシ配布 こどもセンターへ周知活動 スタッフ会議・環境整備 

5月 
１歳半健診・6か月健診へ紹介チラシ配布  ホームページ更新 こどもセンターにて周知活動 
スタッフ会議 環境整備 壁面制作 もくれん便り制作 津奈木町役場へポスター届け  

6月 
１歳半健診・6 か月健診へ紹介チラシ配布 スタッフ会議 環境整備 壁面制作 会議資料作成 
もくれん便り作成  

7月 
１歳半健診・6 か月健診へ紹介チラシ配布 もくれん便り各機関へ配布 鹿児島市病児保育あま
やどり見学 スタッフ会議 こどもセンターにて周知活動 環境整備  

8月 １歳半健診・6か月健診へ紹介チラシ配布 環境整備 物品整理 発達勉強会 スタッフ会議  

9月 
１歳半健診・6 か月健診へ紹介チラシ配布 アンケート郵送準備送付集計 こどもセンターにて
アンケート調査集計 スタッフ会議 

10月 
１歳半健診・6 か月健診へ紹介チラシ配布 スタッフ会議、レジメ作成 地域支援部門研修参加 
環境整備 



11月 
１歳半健診・6 か月健診へ紹介チラシ配布 スタッフ会議 環境整備 壁面制作 ホームページ
更新 

12月 
1 歳半健診・6 か月健診チラシ配布 医療機関へカレンダー配布 インスタグラムにて周知活動 
ホームページ更新 スタッフ会議 会議レジメ作成  

1月 １歳半健診・6か月健診へ紹介チラシ配布 インスタグラム更新 ホームページ更新 環境整備 

2月 
１歳半健診・6か月健診へ紹介チラシ配布 スタッフ会議 インスタグラム・ホームページ更新 
環境整備 

3月 
１歳半健診・6か月健診へ紹介チラシ配布  インスタグラム・ホームページ更新 環境整備 壁
面制作 事業所報告書作成 

 
 研修等参加                                               
 各種研修等への参加を行い、研鑽を積む 
６月２９日 「病児保育を利用する子どもの主な症状と対応」意見交換 
       全国病児保育協議会 佐藤小児科バンビーノ室長 佐藤里美先生 
      具体的症状の対応方法を学ぶ 
１０月５日「病児保育について」全国病児保育協議会 杉野会長 
     「本県における病児保育事業の実施状況について」子ども未来課 永尾参事 
     「病児保育の運営について」江上小児科 江上院長 
      病児保育について、病児保育事業の運営と問題点、各専門職への理解と連携、グル 

ープワークを行う。また病児保育室の安定的な運営と質の向上について学ぶ 
１月２２日 「発達障がい」子どもの理解とその接し方  ニキハーティホスピタル理事長仁木啓介氏 
      特性のある子どもさんについてのあ話や幼少期に受けた虐待等によるトラウマや後遺症等 

について学ぶ 
２月１３日「こども性暴力防止法に関する事業者向け説明会」 
      こども家庭庁支援局総務課こども性暴力防止法成功準備室長 久米隼人氏 
      こども性暴力防止法アドバイザー 益原大亮氏 
      こども性暴力防止法の施行について学ぶ      
その他、法人研修（全体会議・年代別研修・外部研修等）参加 
 
 その他                                           
避難訓練：児童家庭支援センターと共同で開催  別紙② 
課題：常勤の看護師の未配置  



  

2025 年度 児童育成支援拠点事業 ちちんぷい 事業報告 

 

１．事業目的・経営方針                                     
①目的                                                                                        
養育環境等に課題を抱える、家庭や学校に居場所のない児童等に対して居場所となる場を開設し、児童
とその家族が抱える多様な課題に応じて、生活習慣の形成や学習のサポート、進路等の相談支援、食事
の提供等を行うとともに、児童及び家族の状況をアセスメントし、関係機関へのつなぎを行うなど、個々
の児童の状況に応じた支援を包括的に提供することにより、虐待を防止し、子どもの最善の利益の保証
と健全な育成を図る事を目的として活動を行った。 
 
２．事業体制                                          
①事業概要                                                                                         
こども家庭センター（水俣市福祉課）からのサポートプランをもとに、また毎月の報告会を通して、地
域の中の支援が必要なご家庭のサポートを続けた。 
こども家庭センターにて、月初めに前月分の報告会を行い、情報の共有を行った。また、月に 1回の水
俣市こどもセンター・児童相談所とともに集まり、情報共有を行う地域みらい会議にも参加し、利用者
の情報共有を図った。 
 
②対象者                                             
児童や保護者からの相談や、関係機関からの情報提供・相談により把握された児童。また、水俣市が必
要と認めた１～３に掲げる児童及びその保護者を対象とする 
 １、食事・衣類・生活環境等について、不適切な養育状態にある児童等、養育環境に関して課題のあ 

る主に学齢期以降の児童及びその保護者 
 ２、家庭のみならず、不登校の児童や学校生活になじめない児童等、家庭以外にも居場所のない主に 

学齢期以降の児童及びその保護者 
 ３、その他、水俣市が関係機関からの情報により支援を行うことが適切であると判断した主に学齢 

期以上の児童及びその保護者 
・平日は、おやつや夕食の提供は基本とし、保護者の負担を減らし、その分家庭団らんに費やせる。 
・夏休み等の長期休業は昼食を提供し、また日中活動を計画的に行い、遠方に買い物や遊びに行く
こともあった。 

 ４、保護者からのご意見 
  ・以前はとても悩んでいる時期があったが、ちちんぷいがあったからこそ、相談でき成長できた。 

感謝しかない。 
  ・家族に話せる人がいなかったから送迎の時に話ができることがうれしく、話ができる存在がある 

ことで支えになった。 
  ・入浴を済ませ、食事を提供してもらえるので助かる。中学生になっても利用させてほしい。 
  ・利用時間に他の兄弟とゆっくり関わることができる 
③定員                                             
概ね２０名（１日４名程度） 



  

【2025 年度 利用の状況】 
 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

新規利用者 ８ ０ ０ ０ 0 0 0 0 ０ 0 0 ０ ８ 
終了         ２    ２ 

利用回数 66 68 65 72 61 64 76 63 48 42 35 45 705 
 
④職員構成                                                                                   
職員数 6 名 
 管理者（兼務）1名：支援員の指導・調整・運営にかかわる管理 
 児童指導専門職員１名：サポートプランをもとに支援計画を立てる  
 支援員 常勤１名 非常勤 3名 児童や保護者への支援 
 その他（任意） 心理療法担当職員 
 
⑤開所時間                                                                                   
平日（月曜日～金曜日）学校終了後～19:00 （土曜日・日曜日・祝祭日・年末年始は休み） 
学校休業日（月曜日～金曜日）10:00～18:00 
 
⑥施設・設備                                            
場所：2025 年 4 月に引っ越し（水俣市丸島町の一軒家）  
電話：070-4172-2020（専用電話） 

スマートフォン、アプリ等にて、保護者との連絡の取りやすさを図る。 
防火避難訓練：毎月開催  
 
避難訓練：毎月開催 別紙① 
⑦苦情への対応                                          
【2025 年度の苦情件数】 0 件  

※年度途中で利用を中止された（ハイリスク家庭） 
   水俣市と連携して対応を図る ⇒子育て短期支援事業等の利用は継続 
 
３．職員処遇                                          
①職員研修                                                                                    
【目 的】 
常に新しい情報を得ることで児童やそのご家族への適切な相談支援・生活支援を行う。 
スタッフ研修計画を策定し職員のスキルアップ、意欲向上を図る。 
【職員外部研修・視察】 
11 月 6 日 福岡市 SOS子どもの村（児童育成支援拠点事業）視察 
1 月 12 日 佐賀県児童家庭支援センター絆（子育て短期支援事業）視察 
10 月 15 日・1月 27 日 熊本県児童家庭支援センター協議会研修会 
 
【その他】 



  

ハラスメントの無い職場作りを徹底するため、 
① 管理者の宣言文（4月に事業所へ掲示） 
② ハラスメントに関する研修会（10 月に開催） 

 
4． その他                                           
①地域貢献活動                                                                                   
毎月行われる、子ども地域食堂ポパイにスタッフ参加。地域の方との交流を図る。 
こども宅食応援等の支援物資では利用者家庭 4家庭中心にサポートを積極的に行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           



         ２０２５年度 防火避難訓練実施報告書        別紙① 

児童育成支援拠点事業ちちんぷい 

月 防災想定場所 内容 実施上の留意点と指導 

4/14（月） 屋外の火災 駐車場の火災 ・避難順路、避難先の確認 
・初期消火の確認 

５/13（火） 屋内の火災 キッチンからの 
火災 

・避難順路、避難先の確認 
・初期消火の確認 

6/11（水） 屋内の火災 更衣室からの 
火災 

・避難順路、避難先の確認 
・初期消火の確認 

7/17（木） 屋外の火災 支援室の火災 ・大雨への事前準備の確認 
・垂直避難時の事務室からの持ち出し物の確認 

９/８（月） 屋内の火災 キッチンからの
火災 

・避難順路、避難先の確認 
・初期消火の確認 

9/１9（金） 屋内の火災 キッチンからの
火災 

・風水害への事前準備の確認 
・雨戸等備品の使い方のチェック 

10/28（火） 屋内の火災 リビングからの
火災 

・風水害への事前準備の確認 
・垂直避難時の事務室からの持ち出し物の確認 

11/12（水） 屋外の火災 駐車場の火災 ・避難順路、避難先の確認 
・初期消火の確認 

12/11（木） 屋内の火災 キッチンからの 
火災 

・避難順路、避難先の確認 
・初期消火の確認 

1/9（金） 屋内の火災 リビングからの 
火災 

・避難順路、避難先の確認 
・初期消火の確認 

2/9（月） 屋内の火災 キッチンから 
の火災 

・出火先の特定 
・避難誘導の徹底 
・初期消火の重要性について 

3/11（水） 屋外の火災 駐車場の火災 
・出火先の特定 
・避難誘導の徹底 
・初期消火の重要性について 

避難訓練実施について 
児童育成支援拠点事業ちちんぷいには防火管理者の設置義務なく、法令上避難訓練の毎月の実施義務はない
が、安全に関するため実施徹底を図るため行っている 
 



2025 年度 子育て世帯訪問支援事業 事業報告書 
 
【事業概要】 
育児支援：保育所等の送迎支援や一時的な子どもの保育地域の母子保健施策・子育て支援策等の 

情報提供等を含む 
【支援対象】 
 （１）保護者のない児童又は保護者に監護させることが不適当であると認められる児童のいる家

庭及びそれに該当するおそれのある家庭 
 （２）食事、生活環境等について不適切な養育状態にある家庭等、保護者の養育を支援すること

が特に必要と認められる児童のいる家庭及びそれに該当するおそれのある家庭 
 （３）若年妊婦等、出産の養育について、出産前において支援を行うことが特に必要と認められ

る妊婦のいる家庭 
 （４）その他、市町村が特に支援が必要と認めた家庭 
 
【利用実績・水俣市】 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

利用者 4 0 0 0 0 0 3 1 0 １ ７ 14 30 

利用時間 2 0 0 0 0 0 2 1 0 1 4 9 19 

【契約理由】育児支援：母子ともに朝起きることができない小学生の登校支援 
【利用実績・津奈木町】 
 7 月より契約を交わしたが、活動依頼なし（保護者のお断りあり） 
【職員】 
 2 名（嘱託契約）と法人内の各事業（地域支援スタッフ・療育スタッフ）で対応 
 
【子育て世帯訪問支援事業 スタッフ研修】 
 スタッフ研修 業務内容 活動状況 
4 月  活動 実績報告 2 日間 
5 月 法人職員研修 実績報告  
6 月  実績報告  
7 月 研修（防災講座） 実績報告  
8 月  実績報告  
9 月  実績報告  
10 月  活動 実績報告 1 日間 
11 月  活動 実績報告 1 日間 
12 月 研修（救急法を学ぼう） 実績報告  
1 月 研修（地域を守る衛生のチカラ） 活動 実績報告 1 日間 
2 月  活動 実績報告 3 日間 
3 月  活動 実績報告 7 日間 

  



2025 年度 ファミリサポートセンターみなさぽ 事業報告 
 
１事業目的 
 児童虐待や少子化、男女共同参画等、児童及び家庭を取り巻く社会環境が大きく変化している
中で、仕事と育児を両立し安心して働くことや子育てができる環境づくりを推進していくため
に、育児の援助を受けたいものと、援助を行いたいものを会員として、組織化し、相互に援助を
行うファミリーサポートセンター事業を行い、もって保護者及び児童の福祉の向上を図る事を目
的とする。 
 
２事業概要 
 （１）利用状況と会員状況 
【会員状況】（3月末） 
 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

月利用者 1 7 8 4 0 0 1 0 2 1 0 ３ 27 件 

提供会員：34名  依頼会員：48 名  両方会員：2名                               
 
  【利用内容】 

① 放課後児童クラブ終了後の子どもの預り 18 名 
② 保育施設までの送迎 3 名 
③ その他  6 名（保護者就労等） 

（２）会員の加入促進事業 
   ・ポスター、チラシによるPR活動 
    （保育園、幼稚園、病院、商業施設、市主催の小児検診時など） 
   ・各種子育て支援サークルとの連携による PR活動 
   ・会員の口コミ、SNSによる PRのお願い 
   ・会員との積極的な交流（配布物の直接配布など行う） 
   ・子ども地域食堂等での周知活動 
 （３）会員に対する情報提供及び研修会事業 
  研修会の開催（会員に対する子育てに関する留意点や援助技術等） 
 

開催日 内容 参加人数 

7 月 12 日㈯ イライラしない子育て講座 7 名/1 名欠席 

12 月 16 日㈫ 救急法を学ぼう！ 3 名/1 名欠席 

1 月 30 日㈮ 地域を守る衛生のチカラ 15 名参加 

 
 （４）職員研修 

① 法人研修 全体研修：5月 21 日㈬年代別研修：9月 22 日㈪ 



② 法人外部研修： 9 月 6日㈯「失われた大人への信頼」 
 （５）その他 

①ハラスメントの無い職場作りを徹底するため、 
管理者の宣言文（4月に事業所へ掲示）・ハラスメントに関する研修（10 月に開催） 

   ②次年度への課題 
□利用者数の減少 
  広報活動等を積極的に行い、利用者の増加を図りたい 



 
 

2025 年度 水俣市こどもセンター事業報告 

 

１．事業目的・経営方針                                     
①事業目的                                          
１児童館事業、２地域子育て支援拠点事業、３多世代交流事業、４地域・多世代交流事業の４事業で
構成されるこどもセンターは、地域自治法、児童福祉法、水俣市児童館設置条例、水俣市指定管理者
業務仕様書、消防法、その他関係法令等を遵守し、子育て世帯や児童のみでなく、地域住民だれもが
気軽に集い利用できる場所を提供することを心掛けた。 
 
２．事業体制                                          
①事業概要                                          
施設の効用を最大限に発揮するため１～４を取り組む 
【１.乳幼児及び児童の健全育成を図る取り組み】 
【２.子ども達と子ども達を温かく見守る地域をつなげる架け橋としての機能（多世代交流）】 
【３.母親（父親）の安心な居場所としての機能】 
【４.相談機関としての機能】 
年間利用者数 
※別紙１参照 

②対象者と実際の来館者数・活動内容                                    
１.児童館業務 
 ０～18 歳までの児童とその保護者（つどいの広場の閉館後の乳幼児、主に小学生） 
２.地域子育て支援拠点事業（つどいの広場） 
 乳幼児（未就学）とその保護者 
３.多世代交流拠点事業 
 地域の方（一般） 
事業所別来館者数・・※別紙１ 
事業所別活動内容・・※別紙２ 
消防訓練実施報告書・・※別紙３ 

４.ヒヤリハット事案：16 件 
 高：命に関わりかねない事案・・・３件（蒸し布の焦げ・蜂の巣・害虫駆除剤放置） 
 中：利用者や関係機関の損失・もしくは成りかねない職員要因の事案・・・９件 
 低：電気の消し忘れ等の軽微な事案・・・4件 
 
③職員構成                                         
１.管理者（兼務） 1 名 
２.管理者補佐（兼務） 1 名 
３.児童館業務 
 児童厚生員 5 名：うち 1名兼務：非常勤 4名 



 
 

４.地域子育て支援拠点事業 
 保育士 常勤 2名（1名兼務） 
５.多世代交流拠点事業 １名 
６.その他 
 児童養護施設より家庭支援専門相談員 1名（金曜日/土曜日） 
 
④開所時間                                          
１.児童館事業 
  開館日：火曜日～土曜日（10:00～17:00） 
２.地域子育て支援拠点事業 
 開館日：火曜日～土曜日（10:00～15:00） 
３.閉館日：日曜日・月曜日、祝祭日及び 12月 29 日～1月 3 日 
 
⑤運営委員会                                         
◇2025 年 8月 20 日㈬16:00~ 会場：水俣市こどもセンター） 
メンバー1９名：運営委員 10 名  事務局（水俣市こども家庭センター）5名  当法人４名  
内容：①昨年度の事業実績報告及び決算について、今年度予算について、今年度事業運営状況及び計
画について ②開館日・閉館日の変更について等 
 
⑥苦情への対応                                          
利用者からの苦情については、苦情箱をセンター内に設置。 
また責任者と窓口を設置し、迅速かつ適切に対応するものとする。 
センター内に水俣市の第三者委員等の苦情体制を明示する。 
苦情としての件数：１件 
 
３．職員処遇                                          
①職員研修                                           
【目 的】 
常に新しい情報を得ることで児童やそのご家族への適切な相談支援・生活支援を行う。 
スタッフ研修計画を策定し職員のスキルアップ、意欲向上を図る。 
 【職員研修】 
 ・法人研修（全体会・年代別研修・外部研修） 
 ・理事長講話 
 ・児童家庭支援センター協議会開催の研修等にも参加し研鑽を積む 
  
 
②その他                                             
１、ハラスメントの無い職場作りを徹底するため、 
① 管理者の宣言文（4月に事業所へ掲示） 



 
 

② ハラスメントに関する研修会（10 月に開催） 
 
４． その他                                            
①地域貢献活動                                        
法人で取り組む地域貢献活動に積極的に携わり、こども地域食堂ポパイ、その他の活動を通して地域
の方々と利用者との交流を図り、地域に根差した事業所作りに努める。 
①水俣市ひきこもり・不登校支援の拠点 

    水俣市社会福祉協議会作成の水俣市ひきこもり・不登校支援マップへの掲載 
 ②子ども地域食堂・・奇数月開催 
  
②高校生への広報・周知活動                                       
①11 月 4 日・・芦北高校生来館   
②3 月 18 日・・水俣高校で開催のしごと発見塾参加 



◆こどもセンター来館者
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

開館日数 21 21 20 23 22 20 23 21 20 20 19 20
休館 9 10 10 9 10 7 9 11 9 9 11

センター月別来館者数 686 350 432 536 622 470 719 371 419 424 251 448
（内訳）　大人 220 123 184 215 238 182 313 112 157 198 107 193

乳幼児 150 122 145 142 174 151 210 124 135 137 97 122
小学生 294 98 100 174 193 121 192 97 114 80 46 123
中学生 11 5 1 4 5 11 3 3 9 9 0 8
高校生 11 2 2 1 12 5 1 25 4 0 1 2

延べ来館者数 686 1036 1468 2004 2626 3096 3815 4186 4605 5029 5280 5728

①地域子育て支援拠点事業（つどいの広場　10：00～15：00利用者数）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

月別利用者 264 186 184 192 289 258 308 344 189 190 149 175
（内訳）　大人 123 83 83 91 133 125 148 164 82 91 70 85

乳幼児 141 103 101 101 156 133 160 180 107 99 79 90
延べ利用者 264 450 634 826 1115 1373 1681 2025 2214 2404 2553 2728

１日平均利用者数 12.6 8.9 8.8 8.3 12.6 11.2 13.4 15.0 8.2 9.5 7.5 8.8
参考：センター主催事業参加者 37 53 37 27 30 11 39 30 26 39 36 11

②児童館事業（小学生以上の来館、つどいの広場閉所後（15：00～）の親子利用者）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

月別利用者 422 190 263 281 362 284 433 262 358 323 166 302
（内訳）　大人 53 43 71 49 81 71 174 65 120 148 61 109

乳幼児 53 56 89 59 69 76 65 72 109 91 58 62
小学生 294 84 100 170 197 121 190 97 116 76 46 121
中学生 11 5 1 2 5 11 3 3 9 8 0 8
高校生 11 2 2 1 13 5 1 25 4 0 1 2

延べ利用者 422 612 875 1156 1518 1802 2235 2497 2855 3178 3344 3646
１日平均利用者数 20.1 9.0 13.2 12.2 16.5 14.2 18.8 12.5 17.9 16.2 8.7 0.1

③多世代交流拠点事業（地域の方のみの来館・児童館目的外使用利用者（貸館））
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

多世代交流 265 65 28 135 160 105 322 13 144 85 7 101
１日平均利用者数 12.6 3.1 1.4 5.9 7.3 5.3 14.0 0.6 7.2 4.3 0.4 5.1
延べ利用者 265 330 358 493 653 758 1080 1093 1237 1322 1329 1430

内訳：センター事業参加者 265 12 28 59 23 17 30 13 144 77 7 28
内訳：多世代交流室使用 53 76 88 180 15 73

④地域・多世代交流拠点事業
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

地域・多世代交流 265 0 0 0 137 0 116 0 128 0 0 0
（内訳）　大人 122 69 47 61

乳幼児 57 36 36 33
小学生 69 30 33 26
中学生 11 2 0 5
高校生 6 0 0 3

延べ利用者 265 265 265 265 402 402 518 518 646 646 646 646

　　　　           2025年度　こどもセンター来館者及び事業利用者内訳表       　       ※別紙①

◆事業別内訳　※日誌日計表より。重複カウントがあるため、来館者数とイコールではありません。



※別紙② 
  2025 年度 水俣市こどもセンター事業実績 

   （地域子育て支援拠点事業 集いの広場「ぴよぴよ」） 
 
①地域子育て支援拠点事業 つどいの広場【ぴよぴよ】 
主に０～3歳の乳幼児の遊びの場や、子育てに関する交流と情報交換の場。月に 1回程度の育児講座や
親子交流を図るイベントを実施した。 
②たまひよ 
妊婦、産後 5か月ごろの保護者と乳児を対象に集まりを実施。元医療センター助産師の山口祥子氏を
講師に依頼し実施した。 
月 日 事業名 参加人員 講師・担当 

4 17 
育児講座 
歯磨き講座 

保護者 6 名・子ども 7 名 水俣市歯磨き隊 森尚子氏 

 23 4 月お楽しみ会・こいのぼり制作 保護者 7 名・乳幼児 10 名 センター職員 

 24 たまひよ 保護者 4 名・乳幼児 4 名 山口祥子氏 

 30 たまねぎ収穫体験 保護者 4 名・乳幼児 3 名 センター職員 

5 8 ファミリーディ制作 保護者 11 名・乳幼児 11 名 センター職員 

 23 5 月お誕生日会・お楽しみ会 保護者 6 名・乳幼児 6 名 センター職員 

 29 
育児講座 

ママエクササイズ 
保護者 4 名・乳幼児４名 木之下直子氏 

6 17 
育児講座 
離乳食教室 

大人 4 組・子ども 3 名 
学生 2 名 

湯出光明童園  
栄（さかえ）栄養士 

小島調理師 

 19 6 月お誕生日会・お楽しみ会 保護者 5 名・乳幼児 5 名 センター職員 

7 17 
育児講座（防災講座） 

地域で学ぼう！みんなで学ぼう！ 
大人 16 名・子ども 6 名 

水俣市自主防災組織連絡協議会 
防災支部会 副会長 木戸理江氏 

 25 おべんとうをつくろう 保護者 2 名・乳幼児 3 名 センター職員 

8 19 
育児講座 
親子ヨガ 

保護者 7 名・子ども８名 山田由麻氏 

 29 7・8 月お誕生日会・お楽しみ会 保護者 8 名・乳幼児 8 名 センター職員 

9 25 
育児講座 
離乳食教室 

保護者 6 名・乳幼児 5 名 
光明童園 栄養士 
平田理恵・犬童彩之 

 25 たまひよ 保護者 6 名・乳幼児 5 名 山口祥子氏 

10 ８ 
育児講座 
リトミック 

大人 11 名・乳幼児 11 名 渕上紗千子氏 

 16 親子であそぼう会 保護者 7 名・乳幼児 6 名 センター職員 

11 6 ママリラ 保護者 9 名・乳幼児 9 名 吉野絵美氏 

 21 
育児講座 

ふれあいあそび 
大人 9 名・子ども 9 名 

サニーにこ 

上村和也氏・須崎あゆみ氏 

 27 たまひよ 保護者 5 名・乳幼児 4 名 山口祥子氏 
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12 3 
11 月・12 月お誕生日会 

クリスマス会 
保護者 8 名・乳幼児 8 名 センター職員 

 13 
育児講座 

救急法を学ぼう 
保護者 5 名・乳幼児 5 名 
ファミサポ会員 2 名 

水俣芦北広域事務組合消防本部 
坂口氏・岩永氏 

1 21 
育児講座 
離乳食教室 

保護者 6 名・子ども 5 名 
いきいき健康課管理栄養士 

市川氏 
食改さん 3 名 

 22 たまひよ 保護者 5 名・乳幼児 3 名 山口祥子氏 

 28 ぴよぴよの日 保護者 9 名・乳幼児 9 名 センター職員 

2 18 
育児講座 
親子ヨガ 

大人 8 名・子ども 8 名 
キャンセルや当日参加あり 

山田由麻氏 

 20 
1・2・3 月お誕生日会 
ひなまつり会 

保護者 9 名・乳幼児 9 名 センター職員 

3 11 
育児講座 
ピラティス 

大人 6 名・乳幼児 4 名 前田佳奈氏 

 25 あおぞらランチ 保護者 3 名・乳幼児 4 名 センター職員 
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2025 年度 水俣市こどもセンター事業実績（児童館事業） 

 
18 歳までの子どもの安全な遊びの場、月に 1回程度、食育活動や異学年・他校同士の交流等を行う。 
月 日 事業名 参加人員 講師・担当 

4 19 かみひこうきをとばそう 小学生 6名 センター職員 

 30 たまねぎ収穫体験 小学生 8名・保護者 8名・乳幼児 4名 センター職員 
協力：濱納農園さん 

5 10 はじめてのパンづくり 小学生 6名 
センター職員 

協力：髙木信穂氏 

6 

7 じゃがいも収穫体験 小学生 4名・保護者 2名・幼児 2名 センター職員 

14※ 図書館によるおはなし会 小学生 4名・大人 7名・幼児 2名 図書館職員 2名 おはなしボランティア 

28 旬の野菜でクッキング 小学生 9名 
センター職員 

協力：濱納農園 坂本氏 

7 25 おべんとうをつくろう 小学生 11名 センター職員 

 26※ 図書館によるおはなし会 小学生 1名・大人 4名 
図書館職員 2 名 

おはなしボランティア 

8 
6 工作教室 小学生 9名・高校生 9名 センター職員 

9※ 図書館によるおはなし会 
小学生 2名・中学生 1名 

保護者 9名・乳児 4名 
図書館職員 おはなしボランティア 

９ 
13 むかしあそび 小学生 2名・大人 10名・幼児 6名 上村和也氏 

13※ 図書館によるおはなし会 小学生 2名・大人 10名・幼児 6名 図書館職員 

10 4 おいもクッキング 小学生 9名・付き添い保護者 1名 草野芽依氏 

 11※ 図書館によるおはなし会 中学生 1名・大人 10名・幼児 7名 図書館職員 おはなしボランティア 

11 
８ キーホルダーをつくろう 小学生 10名 センター職員 

８※ 図書館によるおはなし会 小学生 7名・保護者 6名・幼児２名 図書館職員 おはなしボランティア 

12 
13※ 図書館によるおはなし会 小学生５名・保護者 15名・幼児 13 名 図書館職員 おはなしボランティア 

26 しめ縄つくり 小学生 8名 センター職員 

1 
10 図書館によるおはなし会 小学生 2名・保護者 5名・幼児 2名 図書館職員 おはなしボランティア 

24 もちピザつくり 小学生 6名 センター職員 

2 
14※ 図書館によるおはなし会 小学生 4名・大人 14名・幼児 5名 図書館職員 おはなしボランティア 

28 スクラップブッキング 小学生４名 センター職員 

3 
14※ 図書館によるおはなし会 小学生１名・大人 3名 図書館職 

26 あおぞらランチ 小学生 4名・中学生 2名 センター職員 

     ※ボランティアで乳幼児向けのわらべうたや、小学生への読み聞かせ、小学生との交流 
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2025 年度 水俣市こどもセンター事業実績 

（多世代交流事業） 
 
地域の人とのふれあい、地域・多世代交流の場、伝統食、農業振興、健康つくり等の機能も有する。 
※貸館事業も実施 
月 日 事業名 参加人員 講師担当 

４ 30 玉ねぎ収穫体験 小学生 8 名・幼児 4 名・保護者 5 名 センター職員 
濵納農園 坂本氏 

5 14 ママ café～絵本セラピー～ 親子 5 組（母親 5 名・幼児 6名） サニーにこ 
須崎あゆみ氏 

6 7 陶芸教室（表札つくり） 午前：大人 7 名・小学生 3 名・幼児 5 名 
午後：大人 6 名・小学生 4 名・幼児 5 名 

一期崎充氏 

7 12 いらいらしない子育て講座 大人 12 名・小学生 3名・幼児 6名 NPO 法人ひのくにスマ
イルプロジェクト 
茶木谷与和氏 

7 31 e-スポーツ（1 回目） 大人 4名・小学生 8名 水俣市社会福祉協議会 

8 12 e-スポーツ（2 回目） 大人 2 名・小学生 9 名 水俣市社会福祉協議会 

8 22 絵手紙教室 大人 2 名・小学生 7 名・幼児 2 名 山本隆氏 

９ 10 ママ cafe 大人 9 名・幼児 7 名 リラクゼーションサロ
ンいりおの 
皆越恵美子氏 

10 11 おはぎつくり 大人 3 名・小学生 8 名・幼児 3 名 一期崎充氏 

11 22 こまであそぼう 大人 4 名・小学生 3 名・幼児 6 名 上村久利氏 

12 20 ろうそくをつくろう 大人 3 名・小学生 8 名・幼児 3 名 一期崎充氏 

1 24 キムチつくりをたのしもう キャンセル  

2 5 Miso をつくろう！ 大人 8 名 光明童園 栄養士 
平田理恵氏 

3 14 第二弾！みんなで健康体操！ 大人 20 名・小学生 5 名・幼児 3 名 奈須洋親氏 

法人イベント  

10 12 ハロウィンポパイキッズ 大人 29 名・小学生 32 名・中高生 12 名・幼児 28名 

貸館 

月 日 事業名 参加人員 使用者 

5 18 こども地域食堂こセン de ポパイ 大人 39 名・こども 54 名 光明童園 

6 24 芦北高校生との４Hクラブ交流 大人 10 名・高校生 6 名 濱納亜里沙氏 

7 20 こども地域食堂こセン de ポパイ 大人 27 名・こども 47 名 光明童園 

9 21 こども地域食堂こセン de ポパイ 大人 39 名・こども 47 名 光明童園 

11 15 はつの遊びの森 乳幼児研修会 25 名 はつのあそびの森こども園 

11 30 地域の親子活動 大人 4 名・こども 17 名 
児童家庭支援センター 

オリーブの木 
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1 7 中央保育園卒園式話し合い 大人 7 名・こども 17 名 中村千絵氏 

1 18 こども地域食堂こセン de ポパイ 大人 23 名・こども 21 名 光明童園 

3 21 地域みらい会議 16 名 
児童家庭支援センター 

オリーブの木 

3 15 こども地域食堂こセン de ポパイ 大人 25 名・こども 40 名 光明童園 

 
 
 

2025 年度 水俣市こどもセンター事業実績 
（地域・多世代交流拠点事業） 

 

マルシェ開催 
4 24 オープニングマルシェ 大人 98 名・こども 102 名 

8 3 夏休みマルシェ 大人 73 名・小学生 75 名・中学生 6名・幼児 64 名 

12 14 クリスマスマルシェ 大人 59 名・こども 71 名 

 

子育て情報誌発行 
7 月 第 1 号 8 月～9 月の休日当番医・薬局 乳幼児健診情報 お役立ち情報  イベント情報 他 

9 月 第 2 号 
10 月～11 月の休日当番医・薬局 乳幼児健診情報 お役立ち情報（みな食フェスタ情報） 
イベント情報  子ども地域食堂ご紹介 他   

11 月 第 3 号 
12 月～1 月の休日当番医・薬局 乳幼児健診情報 お役立ち情報（みなまた子育てガイドブック） 
母子手帳アプリ（もやい） 水俣市こども家庭センター紹介 イベント情報 水俣市立図書館 他 

1 月 第 4 号 
2 月～3 月の休日当番医・薬局 乳幼児健診情報 水俣市子育てに関する事業の紹介 
イベント情報 水俣市立図書館おすすめの絵本 他 

3 月 第 5 号  

その他 
水俣市子育てに関するリスト作成 
 
 
 
 

 



           ２０２５年度 防火避難訓練実施報告書         別紙③ 
水俣市こどもセンター 

月 出火想定場所 内容 実 施 上 の 留 意 点 と 指 導 

 
４/22㈫ 

多世代交流室 
倉庫 

倉庫内保管物 
からの出火 

・防火組織表の説明 
・災害対策の説明 
・避難順路、各係の再確認 

 
５/27㈫ 
 

機械室 機械室配線からの出火 ・防火組織表の再確認と説明 ・避難順路、各係の再確認 

6/2４㈫ 調乳室 
調乳室の 
電気ポットから 
出火 

・初期消火の重要性について 
・非常放送をきき逃さない 
・消火器の取り扱い設置場所の確認 
・大雨時の河川接近の危険を伝える 

 
７/29㈫ 食品庫 食品庫電気機器 

から出火 
・火のありがたさ、火の恐ろしさ、 
 火災予防について 
・消火器の使用、設置場所確認 

 
８/26㈫ 相談室 相談室内の電気機器

からの出火 
・各自、係分担に従い責任を持ってあたる 
・避難の持ち出しについて 
・消防設備点検業者立ち合い消火器使用訓練 

 
９/30㈫ 図書室 図書室押入保管物か

らの出火 
・避難後の集合状態 
・避難順路、各係の再確認 

 
10/28㈫ 
 

集会場 エアコンからの出火 
・避難誘導の徹底 
・防火対策の再確認 
・人員の確認を敏速に行う 

 
11/25㈫ 

多世代 
交流室 

キッチンコンロからの
出火 

・避難誘導の徹底 
・火のとりあつかいについて 
・消防署立会い訓練 

 
12/23㈫ 
 

沐浴室 
倉庫 

倉庫内保管物からの
出火 ・各自、係分担に従い責任を持ってあたる 

１/20㈫ 多世代交流室
キッチン 

乾燥機からの 
出火 

・避難誘導の徹底 
・各係の再確認 

２/17㈫ 事務室 電子機器配線からの
出火 

・避難誘導の徹底 
・初期消火の重要性について 
  

３/24㈫ 図書室 コンセント 
からの出火 

・避難誘導の徹底 
・人員の確認を敏速に行う 

 水俣消防署立ち合いの出向訓練、消防設備点検業者立ち合いの消火器使用の訓練を年 1回ずつ 
予定 

 


